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本日のプログラム

次回のプログラム

先週の報告

例会日 出席 補填 出席免除 欠席 出席率
8月26日 19 2 6 0 90.47%
8月19日 21  4 2 91.30%
8月5日 21 2 1 3 88.46%
7月29日 100.00%

出席報告(在籍者数27名)

IDM

  例会場：ビックアイ
　　　第 1583 回例会（2004.8.26）

　　　　例会場：ビックアイ

第 1585 回例会　（2004.9.9）

家族会（京都・嵐山方面）

ＲＳ　　　　奉仕の理想

ＲＭＳ　　　夕焼け小焼け

会長の時間　　　　　安枝会長

委員会報告　　　

　米山奨学会委員会　中野委員長

幹事報告　　　　　　岡田幹事

ＳＡＡ報告　　　　　高橋ＳＡＡ

出席報告　　　　　　花谷委員

卓　　話　　　　　　鍛治会員

　　　　「少子高齢化から人口減少時代へ」

定例理事役員会議

国歌　　君が代

ＲＳ　　堺泉北ロータリークラブの歌

誕生日・結婚記念日のお祝い

会長の時間　　安枝会長

幹事報告　　　岡田幹事

ＳＡＡ報告　　高橋ＳＡＡ

出席報告　　　親睦委員会

ミニスピーチ　黒田会員

第 1586 回例会　（2004.9.16）

例会場：ビッグアイ

ＲＳ　　それでこそロータリー

ＲＭＳ　からたちの花

創業記念日のお祝い

クラブレベルフォーラム

　「ロータリー情報」　　　大平会員
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　　　　先週の報告

●会長の時間　　　　　　　　　安枝会長

　　　第1583回例会（2004.8.26）

　　　　例会場：ビッグアイ

　　　お誕生日のお祝い

中 林 高久会員　　９月１０日

平田多加秋会員　　９月１１日

仲 村 成道会員　　９月２８日

　　　　結婚記念日のお祝い

高田 道則会員　　 ９月２８日

  みなさんこんばんは。

先日の日曜日夏の高校野球が終

わりました。

結果は皆さんもご存知のとおり

駒大苫小牧が４度目の出場で初

めて優勝を飾りました。

  相手は春夏連破を目指した愛媛の済美高校で

13対 10で破りました。北海道勢の全国制覇は春

夏の大会を通じて初めてのことです。深紅の優勝

旗は津軽海峡を越え一気に北の大地に渡りまし

た。三塁側の駒大苫小牧アルプスでは勝利の瞬間

「道産子たちが新しい歴史を切り開いてくれた」

と歓喜の渦が巻き起こったそうです。

  北海道の優勝は31 都道府県目で春夏優勝回数

が最多なのは大阪府で次いで愛知県の１６回和歌

山県、広島県の12回と続きます。東北６県と長野

県を除く北信越４県など16 県が優勝未経験だそ

うです。

  甲子園といえば過去夏の甲子園の青森県地区予

選で122対０という試合をしたことを覚えていま

すでしょうか。

  1998年夏の甲子園、松阪大輔率いる横浜高校が

優勝した年にこの出来事はおこりました。東奥義

塾高等学校対深浦高等学校、当時マスコミも大き

く報じました。東奥義塾が最後まで手を緩めな

かった事、そして深浦が一度は試合放棄を考えた

ものの最後まで試合を続けたことを紹介しまし

た。

負けた深浦が最後までやり遂げた理由は相手チー

ムのスタンドからも大きな拍手と「がんばれ」と

いう敵も見方もない応援と励ましがあったからな

のです。そしてこの出来事が小学校の道徳の教材

に使われていると知りました。ここで紹介いたし

ます。

 　『122対 0。これは野球の試合です。1998年７

　月、憧れの甲子園を目指して高校生たちの熱心

　な戦いが全国各地で行われていました。青森県

　大会の４日目東奥義塾高等学校対深浦高等学校

　の試合がはじまりました。チームをまとめてき

　た２名しかいない３年生の必死の訴えにみんな

　の気持ちもひとつになり、最後まで戦い抜くこ

　とになりました。試合は３時間47分続き、得点

　は122対０となりました。７回コールドゲーム

　で終了し深浦は１本のヒットも打てませんでし

　た。暑さと疲れを我慢しながら最後まで真剣に

　試合を続けた２つの高校の選手たちにスタンド

　からは惜しみない拍手が送られました。』

と教材には書かれています。「自分で決めたこと

を粘り強く最後までやり遂げる。」ということを

子供たちに教える内容です。

 「勝っているほうも負けているほうも一生懸命

で両者の努力している姿勢に観客が拍手を送って

いる。今の子供は強いところが相手だと最初から

試合をやらなかったりするので勝敗を超えて取り

組む姿勢の大切さがわかる。」と県教育委員会の

担当者は説明しています。

  そして３年生が卒業する日、淡々と型通りの卒

業式が行われる中で参列者の心を揺さぶったのが

生徒会長だった野球部の女子マネージャーの答辞

でした。

  手書きの原稿を手にして自分が今まで精一杯過

ごしてきた高校生活を語り始めて、まもなく感極

まって涙が込み上げ言葉にならなくなってしまい

ました。そして最後に将来への決意を彼女はこう

伝えました。「深浦の夕日のように、真っ赤に燃

えた精神で、どんな波にでも打ち勝ってゆきま

す。」

彼らなりに死力を尽くして戦ったこの日の試合は

両チームのメンバーにとってとても貴重な人生経

験をしたといえるでしょう。

  今日は122対０の歴史的試合をした、へっぽこ

球児たちの泣き笑い試合が道徳の教科書になった

というお話を紹介させていただきました。

  以上で会長の時間を終わります。
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●幹事報告　　　　　　　　　　岡田幹事

●委員会報告　　　　　　　　　各委員会

◎米山奨学会委員会　　　　　中野委員長

１．財団法人ロータリー米山記念奨学会より、西

本会員が米山功労者並びに当クラブが米山功労ク

ラブとして表彰されました。おめでとうございま

す。

　右より安枝会長・中野委員長・西本会員

２．８月21日（土）泉大津市のテクスピア大阪に

おいて、クラブ米山記念奨学委員長

会議に出席致しました。

　米山部門カウンセラーの大丸パストガバナー、

米山記念奨学委員会委員長の河合利晴氏らの有意

義な話を聞かせて頂き、大変勉強になりました。

　今年度も寄付金の目標額が各クラブ一人当た

り、金20,000円となっておりますので、何卒宜

しくお願い申し上げます。

　昨年の合計特殊出生率（女性

一人が生涯に平均何人産むかの

数値）が1.29となりました。こ

の出生率が続くとすると、100年

後には人口が３分の１となり、

500年後には僅か13万人になり

ます。少子高齢化、人口減少が

加速され、医療、介護、年金など社会保障全体の

見直しが急務となります。

　問題が広範囲にわたりますので、本日は日本人

の平均寿命と、要介護にならないよう、健康寿命

をどうすれば延ばすことが出来るかについて話を

します。

　７月に発表された2003年の平均寿命は、男性

が78.36歳、女性が85.33歳で過去最高を更新し

ました。女性は世界一ですが、男性は僅少差で３

位でした。男女合わせると世界の最長寿国です。

　日本人の平均寿命の変遷を歴史的にみると、

8000年前の縄文時代は子供３人のうち２人までは

７歳以下で亡くなっていました。生殖可能な年齢

に達する人が非常に少なく、60歳以上生きる人は

100人に１人程度でした。平均寿命は14.5歳でし

た。この状態が13世紀まで続き、14世紀の室町

時代に15.2歳となりました。

　江戸幕府の元禄時代に平均寿命が一時30 歳に

なりましたが、その後江戸末期の戦乱で又短縮

し、30歳を超えたのは、明治13年（1880年）で

す。

　昭和の初めは45歳で、平均寿命が50歳になっ

たのは昭和22年（1947年）で戦後です。欧米諸

国では、1900年の初めに50歳を超えており、わ

が国は半世紀遅れていました。戦後50年で寿命を

約30年延ばしました。

　寿命が延びた要因は

１） 周産期死亡、乳幼児死亡が減少した。

２） 抗生物質などの新薬の開発により結核など感

染症が激減した。

３） 医用電子機器、治療技術など医学の進歩によ

り生活習慣病による中高年の死亡率が減少した。

４） 経済的に豊かにたり食生活が改善され、医学、

衛生思想が普及した。

５） 国民皆保険制度になり、受診率が向上した。

６）戦争がなく平和な時代が続いた。

人の最長寿命の限界は何歳か

１）哺乳類では、脳の重量と体重との比率で決ま

り、最長寿命の限界は１２０歳といわれている。

● SAA報告　　　　　　　　　　高橋 SAA

生田会員　　欠席のお詫び

鍛冶会員　　本日卓話をさせて頂きます。

高橋会員　　例会欠席のお詫び

岡本会員　　欠席のお詫び

北西会員　　高橋会員・藤原会員に感謝

　友愛基金　　鍜治会員・安枝会員

●卓　話　　　　　　　　　　　鍛治会員

「少子高齢化から人口減少時代へ」

　第１回日本人の平均寿命、健康寿命と超

高齢化に如何に対処するか　　

　最近発表された2004年３月現在の日本の総人

口は１億2682 万人で、明治維新以来戦時期を除

いて一貫して増え続けて来た人口が来年2005年

にピ－クとなり、以後100年間は今までに経験し

たことがない人口減少時代が到来します。

○ 堺北西 RCの

・ ９月14日（火）の例会は、同日12：30～

　カフェレストラン「もず野」に変更です



.........ＲＭＳ（９月２日）............

　健康寿命をのばすためには如何にすればよい

か・・・

　健康寿命とは、日常生活を大きく損なう病気

がなく、自立して生活できる期間をいいます。日

常生活活動（ＡＤＬ）に障害がない生存期間で

す。平均寿命は生存の量（年数）を計るに過ぎず、

生活の質（ＱＯＬ）が大切です。

　2003年の健康寿命は男性72.3歳、女性77.7歳

です。平均寿命より男性が６歳、女性が７歳少な

いです。この差が不健康期間で、これを出来るだ

け短縮しなければなりません。

　高齢者の四大死因は癌、脳血管障害、心臓病、

肺炎です。この内、脳血管障害と心臓病は血管の

病気です。人は血管と共に老いると言われてい

ます。老化や動脈硬化は避けられませんが、その

進行を遅らせるよう若い頃からの生活習慣が大

切です。要介護にならないための予防策として

は

１）高血圧、高脂血症、糖尿病、肥満の死の四重

奏といわれる疾患がないこと、あってもよくコ

ントロ－ルされていること。

２）心身機能低下や障害を招く脳血管障害がな

いこと。

３）骨折、関節炎、リュウマチなど運動器官の疾

患を防ぐ。

４）身体を動かさないことにより起こる廃用症

候群にならないこと。

５）運動習慣をつけること、ウオ－キング、スト

レッチングなどにより足腰を鍛えておく。

６）食生活の改善。

７）定期健診。

８）新しい知識を求め、チャレンジ精神を持つ。

９）社会参加、ボランテイア活動に参加するこ

と。

　　　堺泉北ロータリークラブの歌

　　　　作詞　佐藤祐弘　作曲　池田八声

１　輝く光　明の空

　　昇る朝日に　若葉萌え

　　羽ばたく命　大空へ

　　平和をめざす　あの笑顔

　　のびる仲間の　堺泉北ロータリー

２）高温動物では心臓が30億回拍動すると寿命の

限界といわれている。１分間の心拍数が55の計算

で、110年で心拍数が30億回となる。

３）脳が発育し続ける期間の５倍が限界寿命とい

われる。精神中枢がある脳の前頭葉連合野が完成

するまでに25年かかるので、この５倍即ち、125

歳まで生きられる。

高齢者の比率

2004年３月末の65歳以上の人口は約2500万人で

全体の19.2％で５人に１人が高齢者です。2050年

が高齢化のピ－クで35.7％となり３人に１人が高

齢者になります。

日本は寝たきりで世界第１位

　我が国は最長寿国でありますが、その反面寝た

きり老人が世界で最も多いのです。

寝たきりとか障害があって健康を伴わない長寿は

むしろ苦痛になることすらあります。

　寝たきり高齢者に対する介護者の50％は、60歳

以上の高齢者であります。多くの家族介護者は介

護を負担と感じ、約３分の１は要介護人に対して

憎しみさえも覚えるといった状況に追い込まれて

います。

　65歳以上の人について、亡くなる前には２人に

１人は６ヶ月以上、３人に１人が１年以上寝たき

りです。

　寝たきりの原因疾患として、脳卒中が最も多

く、痴呆がこれに次ぎ、骨折、リュウマチ、関節

炎、高血圧や心臓病による心肺機能不全、心身機

能低下による廃用症候群や廃用萎縮などがありま

す。

高齢者の３人に１人は死亡時に痴呆になっていま

す。日本はアルツハイマ－型より脳血管性痴呆が

多く、現在180万人いますが、2030年には350万

人に達すると推定されます。

　70歳以上の高齢者の医療費（2003年）は12兆

円を超え、総医療費30兆円の40％以上を占めま

す。老人１人当たりの医療費が年77万円で、一般

国民１人当たりの５倍になります。

　85歳生存者率は男性50％、女性73％です。完

全に自立している者の比率は、65～ 74歳で90％

以上であるが、75～84歳では75％程度、85歳に

なると半分以下となります。

85歳以上になると過半数が要介護者になります。

女性は男性よりも長生きする代わりに、男性より

も寝たきりや痴呆など要介護者も多く、その期間

も長いです。
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